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NetApp Snapshot を使用したバックアップとリス
トア

NetApp Snapshot バックアップは、システム障害やデータ損失が発生した場合にリスト
アに使用できる Unified Manager データベースと構成ファイルのポイントインタイムイ
メージを作成します。Snapshot バックアップをいずれかの ONTAP クラスタ上のボリュ
ームに定期的に書き込まれるようにスケジュールして、常に最新のコピーを保持しま
す。

この機能は、Unified ManagerがRed Hat Enterprise LinuxサーバまたはCentOS Linuxサーバに
インストールされている場合にのみ使用できます。

Snapshot バックアップにかかる時間はごくわずかで、通常は数分です。 Unified Manager データベースが非
常に短時間ロックされるため、インストールの中断はほとんどありません。イメージには Snapshot コピーが
最後に作成されたあとに発生したファイルへの変更だけが記録されるため、ストレージスペースは最小限しか
消費せず、パフォーマンスのオーバーヘッドもわずかです。この Snapshot は ONTAP クラスタ上に作成され
るため、必要に応じて、 SnapMirror などのネットアップの他の機能を利用してセカンダリ保護を作成できま
す。

バックアップ処理を開始する前に、 Unified Manager で整合性チェックが実行され、デスティネーションシス
テムが使用可能であることが確認されます。

Snapshotバックアップは、同じバージョンのUnified Managerにのみリストアできます。たとえば、Unified

Manager 9.8で作成したバックアップは、Unified Manager 9.8システムにのみリストアできます。

バックアップが格納されるボリュームを作成しています

ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、ONTAP クラスタのいずれか
にSnapshotバックアップを格納するボリュームを作成できます。

作業を開始する前に

クラスタ、 Storage VM 、およびボリュームが次の要件を満たしている必要があります。

• クラスタの要件：

◦ ONTAP 9.3 以降がインストールされている必要があります

◦ Unified Manager サーバに地理的に近い場所に配置する必要があります

◦ Unified Manager で監視できますが、必須ではありません

• Storage VM の要件：

◦ CIFS / SMBサービスまたはNFSサービスが有効になっている必要があります

◦ ネームスイッチとネームマッピングは「 files 」を使用するように設定する必要があります。

◦ NFSサーバでNFSv4が有効になっていて、クライアントとStorage VMでNFSv4 iddomainが指定され
ている必要があります

◦ クライアント側ユーザに対応するように作成されたローカルユーザ
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◦ すべての読み取り / 書き込みアクセスが選択されていることを確認します

◦ エクスポートポリシーで Superuser Access が「 any 」に設定されていることを確認します

• ボリューム要件：

◦ ボリュームのサイズは、 Unified Manager /opt/NetApp/data ディレクトリのサイズの少なくとも 2 倍
にする必要があります

コマンドを使用します du -sh /opt/netapp/data/ 現在のサイズを確認します。

◦ セキュリティ形式は UNIX に設定する必要があります

◦ ローカル Snapshot ポリシーを無効にする必要があります

◦ ボリュームのオートサイズを有効にする必要があります

◦ パフォーマンス・サービス・レベルは 'Extreme など ' 高い IOPS と低い遅延を持つポリシーに設定す
る必要があります

このタスクについて

NFS ボリュームの作成手順の詳細については、を参照してください "ONTAP 9 で NFSv4 を設定する方法" お
よび "ONTAP 9 NFS 構成エクスプレスガイド"。

Snapshot バックアップのデスティネーションの指定

いずれかのONTAP クラスタですでに設定しているボリュームでのUnified Manager

Snapshotバックアップのデスティネーションの設定この場所はUnified Managerメンテナ
ンスコンソールで定義します。

作業を開始する前に

• Unified Manager がインストールされている Linux ホストの root ユーザのクレデンシャルが必要です。

• Unified Manager サーバのメンテナンスコンソールへのログインが許可されているユーザ ID とパスワード
が必要です。

• クラスタ管理 IP アドレス、 Storage VM の名前、ボリュームの名前、およびストレージシステムのユーザ
名とパスワードが必要です。

• Unified Managerホストにボリュームをマウントし、マウントパスを確認しておく必要があります。

手順

1. Secure Shell を使用して、 Unified Manager システムの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名に接続しま
す。

2. メンテナンスユーザ（ umadmin ）の名前とパスワードでシステムにログインします。

3. 入力するコマンド maintenance_console を押します。

4. メンテナンスコンソール * メインメニュー * で、 * バックアップリストア * オプションの番号を入力しま
す。

5. Configure NetApp Snapshot Backup * の番号を入力します。
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6. NFS用の* Configurationの番号を入力します。

7. 指定する必要がある情報を確認し、「バックアップ設定の詳細を入力」 * の番号を入力します。

8. Snapshotを書き込むボリュームを特定するには、クラスタ管理インターフェイスのIPアドレス、Storage

VMの名前、ボリュームの名前、ストレージシステムのユーザ名とパスワード、およびマウントパスを入
力します。

9. この情報を確認してと入力します y。

システムは次のタスクを実行します。

◦ クラスタへの接続を確立します

◦ すべてのサービスを停止します

◦ ボリュームに新しいディレクトリを作成し、Unified Managerデータベースの構成ファイルをコピーし
ます

◦ Unified Managerからファイルを削除し、新しいデータベースディレクトリへのシンボリックリンクを
作成します

◦ すべてのサービスを再起動します

10. メンテナンスコンソールを終了し、Unified Managerインターフェイスを起動してSnapshotバックアップ
スケジュールを作成します（まだ作成していない場合）。

Snapshotバックアップのスケジュールを定義します

Unified Manager UIを使用して、Unified Manager Snapshotバックアップの作成スケジュ
ールを設定できます。

作業を開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• メンテナンスコンソールで、 Snapshot を作成するデスティネーションを特定するように NetApp

Snapshot バックアップを設定しておく必要があります。

• 新しいクラスタの追加後にUnified Managerで15日分の履歴パフォーマンスデータを収集している間は、
バックアップ処理を実行しないようにスケジュールしてください。

このタスクについて

数分で Snapshot バックアップが作成され、 Unified Manager データベースがロックされるのは数秒だけで
す。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * General * > * Database Backup * をクリックします。

2. [* データベース・バックアップ * ] ページで、 [ * バックアップ設定 * ] をクリックします。

3. 保持する Snapshot コピーの最大数を「 * Retention Count * 」フィールドに入力します。

保持数のデフォルト値は 10 です。Snapshotコピーの最大数は、クラスタ上のONTAP ソフトウェアのバ
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ージョン1020 for ONTAP 9.4以降、および250 for ONTAP 9.3以前によって決まります。このフィール
ドを空白のままにすると、 ONTAP のバージョンに関係なく最大値を実装できます。

4. 「毎日スケジュール」または「毎週スケジュール」 * ボタンを選択し、スケジュールの詳細を指定しま
す。

5. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

結果

Snapshot バックアップファイルはスケジュールに基づいて作成されます。使用可能なバックアップファイル
は、 [ データベースバックアップ ] ページに表示されます。

完了後

このボリュームと Snapshot の重要性により、次のいずれかの場合に通知を受けるために、このボリュームに
対して 1 つまたは 2 つのアラートを作成することができます。

• ボリュームスペースが 90% フルの場合。イベント「 * Volume Space Full 」を使用してアラートを設定し
ます。

ONTAP System Manager または ONTAP CLI を使用してボリュームに容量を追加し、 Unified Manager デ
ータベースのスペースが不足しないようにすることができます。

• Snapshot が最大数に近づいています。イベント * Snapshot コピー数が多すぎる * を使用してアラートを
設定してください。

ONTAP System Manager または ONTAP CLI を使用して古い Snapshot を削除して、新しい Snapshot バ
ックアップ用の空きスペースを常に確保することができます。

アラートの設定は、 Alert Setup ページで行います。

Snapshotバックアップをリストアしています

データ損失やデータ破損が発生した場合、 Unified Manager を以前の安定した状態にリ
ストアすることでデータ損失を最小限に抑えることができます。Unified Manager

のSnapshotデータベースは、Unified Managerメンテナンスコンソールを使用してローカ
ルとリモートのどちらのRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOSシステムにもリストア
できます。

作業を開始する前に

• Unified Manager がインストールされている Linux ホストの root ユーザのクレデンシャルが必要です。

• Unified Manager サーバのメンテナンスコンソールへのログインが許可されているユーザ ID とパスワード
が必要です。

このタスクについて

リストア機能は、プラットフォームおよびバージョンに固有の機能です。Unified Manager のバックアップ
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は、同じバージョンの Unified Manager にのみリストアできます。

手順

1. Secure Shell を使用して、 Unified Manager システムの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名に接続しま
す。

2. メンテナンスユーザ（ umadmin ）の名前とパスワードでシステムにログインします。

3. 入力するコマンド maintenance_console を押します。

4. メンテナンスコンソール * メインメニュー * で、 * バックアップリストア * オプションの番号を入力しま
す。

5. NetApp Snapshot を使用した * Backup and Restore の数値を入力します。

新しいサーバへのリストアを実行する場合は、 Unified Manager のインストールの完了後に、 UI を起動
したり、クラスタ、ユーザ、または認証設定を設定したりしないでください。Configure NetApp

Snapshot Backup* の数値を入力し、元のシステムで設定した Snapshot バックアップの設定を行います。

6. NetApp Snapshot を使用した * リストアの番号を入力します。

7. リストアするSnapshotバックアップファイルを選択し、Enterキーを押します。

8. リストアプロセスが完了したら、 Unified Manager ユーザインターフェイスにログインします。

完了後

バックアップをリストアしたあとに OnCommand Workflow Automation サーバが動作しない場合は、次の手
順を実行します。

1. Workflow Automation サーバで、 Unified Manager サーバの IP アドレスを最新のマシンを参照するように
変更します。

2. 手順 1 で取得に失敗した場合は、 Unified Manager サーバでデータベースパスワードをリセットします。
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